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田代 博司教授

大学新聞を確実にお届けす
るため、住所変更をされた場
合は、速やかに各学部事務室
備え付けの「保証人納入者変
更届」に記入し、下記校舎い
ずれかの学部事務室へ提出し
て下さい。宛先は次の通り。

記
世田谷校舎●東京都世田谷区
世田谷４－２８－１〒１５４�８５１５
鶴川校舎●東京都町田市
広袴１－１－１ 〒１９５－８５５０
多摩校舎●東京都多摩市
永山７－３－１ 〒２０６－８５１５
国士舘大学（短期大学）

所属学部の事務室 宛

身身近近なな研研究究 最前線

読読者者のの皆皆様様へへ

【
略
歴
】
い
そ
が
い
・
た
つ
ひ

ろ＝

専
門
は
植
生
地
理
学
と
そ

の
応
用
。
担
当
科
目
は
、
生
物

地
理
学
、
地
理
学
演
習
、
生
物

学
、
環
境
問
題
な
ど
。
著
書
に

『
丘
陵
地
の
自
然
環
境
』
等
。

博
士
（
農
学
）。３９
歳
。

〈１４〉

短
期
大
学
教
授
会
は
、
赤
木

孝
之
国
文
科
長
の
辞
任
（
六
月

三
十
日
）
に
伴
い
、
次
期
候
補

者
に
田
代
博
司
教
授
を
選
出
。

六
月
三
十
日
の
法
人
常
任
理
事

会
で
承
認
さ
れ
、
七
月
五
日
に

辞
令
が
交
付
（
七
月
一
日
付
）

さ
れ
た
。
新
国
文
科
長
に
就
任

し
た
田
代
教
授
は
、
平
成
元
年

四
月
に
短
大
に
就
職
（
講
師
）、

助
教
授
を
経
て
同
九
年
に
教

授
。
専
門
は
哲
学
。
任
期
は
残

任
期
間
の
平
成
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
。
５０
歳
。

短 大

【
訂
正
】
本
紙
第
四
二
五

号
一
面
（
６
／
２６
付
）
の

記
事
中
、
鈴
木
章
夫
日
本

医
科
歯
科
大
学
学
長
と
あ

る
の
は
、
鈴
木
章
夫
東
京

医
科
歯
科
大
学
学
長
の
誤

り
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

八
月
号
は
休
み
ま
す

赤
木
孝
之
国
文
科
長
の
辞
任
に
伴
い

田
代
博
司
教
授
が
就
任（
７
／
１
付
）

文学部講師 磯谷 達宏

植
物
集
団
の
分
布
を
基
本
に

環
境
問
題
へ
の
応
用
も

学生生活や日本の印象などを流暢な
日本語で話す学生たち

スポーツ医科学科の施設を見学する父母たち

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
息
す

る
良
好
な
自
然
環
境
を
で
き
る

だ
け
保
全
し
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
は
、
今
日
で
は
多
く
の

人
々
か
ら
支
持
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
た
め
の
方
法
も
着

実
に
進
歩
し
て
き
て
い
ま
す
。

個
々
の
開
発
や
再
開
発
の
現
場

で
も
、
生
物
の
生
息
地
（
ビ
オ

ト
ー
プ
）
を
確
保
し
よ
う
と
い

う
配
慮
が
な
さ
れ
た
り
、ま
た
、

一
部
の
自
治
体
で
は
、
地
域
の

緑
環
境
全
体
を
よ
い
状
態
に
保

つ
た
め
の
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
践
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
学
問
分
野
と
し

て
、
保
全
生
物
学
や
景
観
生
態

学
と
い
っ
た
分
野
が
、
昨
今
、

大
き
く
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、
独
立

し
た
新
た
な
専
門
分
野
で
は
な

く
、
生
態
学
的
な
視
点
を
コ
ア

と
し
て
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
学

問
分
野
を
再
編
成
し
た
新
領
域

と
い
え
る
も
の
で
、
生
物
の
多

様
性
を
保
全
し

た
り
地
域
に
良

好
な
景
観
を
創

生
し
て
い
く
た

め
の
一
大
総
合

科
学
と
も
い
え
る
領
域
で
す
。

関
連
す
る
旧
来
の
学
問
分
野
と

し
て
は
、
生
物
学
（
生
態
学
、

分
類
学
、
進
化
学
な
ど
）、地
理

学
、
林
学
、
造
園
学
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境

法
学
や
環
境
経
済
学
な
ど
、
社

会
科
学
の
多
く
の
分
野
も
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
専
門
と
し
て
い

る
植
生
地
理
学
は
、
地
理
学
と

生
態
学
の
境
界
に
位
置
し
、
植

物
集
団
の
分
布
と
そ
の
成
因
を

追
求
す
る
分
野
で
す
。
私
自
身

は
お
も
に
、
日
本
の
照
葉
樹
林

帯
（
シ
イ
・
カ
シ
・
ツ
バ
キ
な

ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
生
育
す
る

一
帯
）
に
お
い
て
、
自
然
林
や

雑
木
林
の
分
布
と
そ
の
成
因
を

研
究
し
て
き
ま
し
た
。

東
京
以
北
に
住
ん
で
い
る
人

が
冬
に
南
房
総
や
南
伊
豆
に
旅

行
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
南
国
的

な
世
界
に
き
た
な
と
い
う
印
象

を
も
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の

地
域
の
景
観
を
構
成
し
て
い
る

雑
木
林
の
大
半
が
、
冬
も
緑
の

照
葉
樹
林
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
す
。
こ
う
し
た
植
物
集
団
の

分
布
に
み
ら
れ
る
規
則
性
や
成

因
を
、
気
候
や
地
形
な
ど
の
環

境
要
因
も
含
め
て
追
求
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
南
伊
豆
地
域

で
は
、
照
葉
樹
の
雑
木
林
は
、

谷
筋
や
北
斜
面
・
東
斜
面
よ
り

も
、
尾
根
筋
や
南
斜
面
・
西
斜

面
に
偏
っ
て
出
現
し
て
お
り
、

こ
れ
は
冬
季
を
通
し
て
の
気
温

条
件
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
知
識
の
集
積
が

基
礎
学
と
し
て
の
植
生
地
理
学

を
構
成
し
て
い
る
の
で
す
が
、

同
時
に
こ
の
よ
う
な
知
見
は
、

前
述
の
保
全
生
物
学
や
景
観
生

態
学
の
知
見
と
し
て
も
再
構
成

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
植
物
集
団

の
分
布
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

が
、
動
物
生
態
な
ど
の
他
分
野

の
知
見
と
と
も
に
再
構
成
さ
れ

て
、
自
然
保
護
お
よ
び
緑
地
の

管
理
・
再
生
計
画
の
策
定
と
い

っ
た
応
用
の
場
に
お
い
て
も
活

用
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

先
の
例
で
は
谷
筋
や
北
斜
面

に
成
立
し
て
い
る
照
葉
樹
林
は

そ
れ
だ
け
希
少
な
の
で
、
希
少

な
動
植
物
の
生
息
場
所
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
の
研
究
や
実
践
を
、

今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
育
学
部
二
年
生
を
対
象
と

し
た
平
成
１２
年
度
第
一
回
地
区

懇
談
会
（
従
来
の
父
母
懇
談

会
）
は
、
七
月
二
日
�
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
父
母

人
が
出
席
し
た
。
懇
談
会
は
、

は
じ
め
に
全
体
会
で
三
浦
学

長
、
大
澤
学
部
長
が
挨
拶
、
西

山
教
務
主
任
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
説
明
し
、
福
井
学
生
主
任
が

学
生
生
活
に
つ
い
て
話
し
た
。

続
い
て
、
池
田
就
職
セ
ン
タ

ー
長
が
「
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
業

界
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
の
採
用
担

当
者
に
よ
る
模
擬
面
接
、
語
学

講
座
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
て
就
職
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
。
お
子
さ
ん
が
積
極
的
に

受
講
さ
れ
る
よ
う
ご
父
母
の
皆

さ
ま
か
ら
も
勧
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
就

職
活
動
は
年
々
早
ま
っ
て
お

り
、
五
月
の
連
休
明
け
に
は
最

終
面
接
、
六
月
に
は
採
用
が
決

定
し
て
い
る
と
い
う
状
況
だ
。

企
業
の
求
め
る
人
材
は
、
①
物

事
を
よ
く
理
解
し
、
行
動
に
移

せ
る
②
国
際
社
会
の
中
で
し
っ

か
り
し
た
発
言
が
で
き
る
。
つ

ま
り
あ
る
程
度
の
英
語
力
を
も

っ
て
い
る
③
は
っ
き
り
し
た
意

見
を
も
ち
、
そ
れ
を
表
現
で
き

る
④
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、

他
者
を
思
い
や
れ
る
、
の
四
つ

を
挙
げ
た
い
。
求
人
倍
率
は
昨

年
に
比
べ
一
・
〇
九
倍
だ
が
、

そ
う
い
っ
た
数
字
に
惑
わ
さ
れ

ず
に
気
を
引
き
締
め
て
就
職
戦

線
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。

引
き
続
き
、
こ
の
春
開
設
し

た
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
実
習

施
設
の
見
学
、
食
堂
棟
で
の
懇

親
会
、
個
人
面
談
と
進
み
、
午

後
三
時
終
了
し
た
。

二
年
生
の
父
母
ら
１０２
人
が
出
席

第第
一一
回回
地地
区区
懇懇
談談
会会
をを
開開
催催

体
育
学
部（
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
）

政
経
学
部
教
授

中
根

雅
夫

（中）

ハ
ン

本
学
と
の
協
定
校
で
あ
る
漢

ヤ
ン陽

大
学
校（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
）

の
教
師
、日
語
日
文
学
科
の
学

生
ら
十
七
名
が
、六
月
二
十
八

日
�
本
学
を
表
敬
訪
問
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
学
長
を
始
め

学
生
十
名
の
ほ
か
学
術
国
際
課

の
ス
タ
ッ
フ
が
一
行
を
出
迎

え
、
世
田
谷
校
舎
五
号
館
二
階

会
議
室
で
歓
迎
交
流
会
が
開
か

れ
た
。
三
浦
学
長
は
「
よ
う
こ

そ
国
士
舘
へ
お
い
で
下
さ
い
ま

し
た
。
日
本
で
の
滞
在
が
楽
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
両

校
の
学
生
諸
君
が
大
い
に
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。
高
橋

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
は
「
日

本
へ
の
留
学
を
考
え
る
の
で
し

た
ら
、
ぜ
ひ
本
学
の
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
下
さ
い
」と
挨
拶
。

続
い
て
、
引
率
の
金
鐘
杰
亞

太
地
域
學
大
學
院
助
教
授
が

「
両
校
の
協
定
に
加
え
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
国
士
舘
の
関
係
者
の
方
々
に

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
漢
陽
大
学
生
が

一
人
ず
つ
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
自
己
紹
介
し
た
。
ま
た
、
九

月
に
漢
陽
大
を
訪
れ
る
予
定
の

本
学
学
生
が
、
ハ
ン
グ
ル
語
で

歓
迎
の
挨
拶
と
抱
負
な
ど
を
述

べ
る
と
、
拍
手
と
歓
声
が
上
が

り
、
会
場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

昼
食
会
の
後
、
本
学
学
生
の

案
内
で
、
東
京
・
上
野
、
浅

草
、新
宿
な
ど
へ
足
を
伸
ば
し
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
た
一
行

は
、
翌
日
も
都
内
各
所
を
巡
り

同
三
十
日
、日
本
を
後
に
し
た
。

情
報
化
社
会
の
行
方

漢
陽
大
学
校
の
学
生
ら
１７
人
が
来
校

ＩＩ

ＴＴ

革革

命命

「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」
と

い
う
箴
言
が
あ
る
が
、
企
業
に

よ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
は
業
績
向
上
に

必
ず
し
も
直
結
す
る
わ
け
で
も

な
い
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
結

論
づ
け
て
言
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
革
命

の
本
質
は
、
（
主
体
的
な
ユ
ー

ザ
ー
た
る
べ
き
）
人
間
と
Ｉ
Ｔ

と
の
創
発
的
結
合
に
こ
そ
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
基
本
特

性
は
「
価
値
モ
ー
ド
」
に
あ

り
、
後
者
の
そ
れ
は
「
論
理
モ

ー
ド
」
に
あ
る
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
価
値
モ
ー
ド
は
人
間
の

経
験
や
洞
察
力
（
直
観
）
等
で

あ
り
、
論
理
モ
ー
ド
は
Ｉ
Ｔ
が

も
た
ら
す
分
析
力
や
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
等
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｉ

Ｔ
革
命
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
モ

ー
ド
と
論
理
モ
ー
ド
と
の
「
連

携
プ
レ
イ
」
の
所
産
な
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
連

携
プ
レ
イ
」
の
良
否
に
よ
っ
て

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
格
差
が
生

ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
前
回

言
及
し
た
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

は
、
そ
の
代
表
的
な
成
功
事
例

の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
頑
迷
な
（
？
）

経
営
者
が
価
値
モ
ー
ド
ば
か
り

に
拘
泥
す
る
の
と
同
様
に
、
論

理
モ
ー
ド
だ
け
を
盲
信
す
る
こ

と
は
「
危
う
い
」
対
応
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
逆

機
能
を
生
む
結
果
と
も
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
来
的
に
手
段
で
あ
る
べ

き
Ｉ
Ｔ
活
用
が
自
己
目
的
化

し
、
業
務
自
体
や
組
識
構
造
に

無
意
味
な
混
乱
を
招
来
す
る
事

態
に
な
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
対

し
て
悲
観
的
な
見
解
を
述
べ
て

き
た
が
、
む
ろ
ん
、
企
業
経
営

に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
有
効
性
は
測

り
し
れ
な
い
（
後
述
す
る
が
、

企
業
経
営
だ
け
に
限
定
さ
れ
る

も
の
で
も
な
い
）。

そ
の
意
味
で
、
組
識
の
Ｉ
Ｔ

受
容
能
力
を
高
め
て
Ｉ
Ｔ
の
有

効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、

組
識
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
た
と

え
ば
、
外
部
環
境
特
性
、
事
業

特
性
、
組
識
過
程
、
組
識
文
化

な
ど
）
を
正
し
く
把
握
し
、
さ

ら
に
、
Ｉ
Ｔ
指
向
の
組
織
的
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
醸
成
す
る
こ
と

が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
「
革
新
と
変
化
を
支
持

す
る
文
化
的
条
件
を
作
り
出

す
」（
モ
ー
ト
ン
）
こ
と
で
あ

り
、
「
参
画
的
な
組
識
が
動
機

づ
け
や
学
習
の
状
況
を
作
り
出

し
、
Ｉ
Ｔ
か
ら
効
果
を
引
き
出

す
」（
ウ
オ
ル
ト
ン
）
こ
と
に
も

な
る
。

以
上
は
、
主
に
Ｉ
Ｔ
の
ユ
ー

ザ
ー
・
サ
イ
ド
の
事
情
で
あ
る

が
、
最
近
の
ホ
ッ
ト
・
テ
ー
マ

で
あ
る
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（
電
子
商

取
引
）
は
、
Ｉ
Ｔ
を
事
業
展
開

上
の
中
核
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｉ
Ｔ
の
存
在
が
さ
ら
に
決

定
的
な
要
素
と
な
る
。
ア
マ
ゾ

ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
、
イ
ー
ベ

イ
、
楽
天
市
場
な
ど
は
、
既
に

多
く
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
注

目
す
べ
き
点
は
、
Ｉ
Ｔ
が
「
組

識
を
超
え
た
組
識
」（
筆
者
は
、

そ
れ
を
「
メ
タ
組
識
」
と
表
現

し
て
い
る
）
を
生
成
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
メ

タ
組
識
」
を
定
義
づ
け
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

Ｉ
Ｔ
を
基
盤
と
す
る
連
係
に

よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
新
た
な
形

態
／
機
能
を
中
核
能
力
と
す
る

組
識
集
団

こ
の
メ
タ
組
識
の
基
本
機
能

は
、
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

が
っ
て
い
る
、
�
双
方
向
性
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
、
�
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
は
重
要
で

あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方

式
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
は
伝
統
的
な
企

業
間
関
係
の
代
表
的
な
も
の
で

あ
り
、
世
界
に
知
ら
れ
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

親
会
社
と
下
請
け
会
社
と
い
う

序
列
性
が
厳
然
と
し
て
あ
る
。

ト
ヨ
タ
は
他
方
で
、
社
長
直

属
の
Ｖ
Ｖ
Ｃ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）

と
い
う
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
、
「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
」
と

い
う
異
業
種
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
一
応
の
成
果

を
上
げ
つ
つ
あ
る
（
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
、
花
王
、
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
、
松
下
が
参
加
し
、
最

近
、
コ
ク
ヨ
と
江
崎
グ
リ
コ
が

加
盟
し
て
、
「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
」
と

い
う
統
一
ブ
ラ
ン
ド
を
用
い
て

商
品
化
し
て
い
る
（
ご
く
最

近
、
ス
タ
ー
ト
し
た
セ
ブ
ン
ド

リ
ー
ム
・
ド
ッ
ト
コ
ム
〈
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
野
村
総
合
研
究

所
、
ソ
ニ
ー
、
三
井
物
産
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
〉

も
同
様
な
事
例
で
あ
る
）。い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
組
識
間

関
係
は
前
出
の
Ｊ
Ｉ
Ｔ
と
は
異

な
り
、
伝
統
的
な
組
識
間
関
係

に
多
く
見
ら
れ
る
序
列
性
は
な

い
。こ

れ
ら
の
異
業
種
合
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
メ
タ
組

識
は
、
「
情
報
交
換
を
ベ
ー
ス

に
し
た
企
業
間
共
生
シ
ス
テ

ム
」（
今
井
）
で
あ
り
、
「
拡
張

さ
れ
た
企
業
」（
タ
ブ
ス
コ
ッ
ト

／
キ
ャ
ス
ト
ン
）
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
最
も
重
要

な
点
は
、
メ
タ
組
識
に
お
い
て

は
け
っ
き
ょ
く
、
自
律
型
組
識

が
前
提
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
須
藤
は
こ
れ

に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
が
自
律
性
を
基
礎

に
し
て
自
由
に
他
者
と
交
流

し
、
個
性
と
創
造
性
の
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
る
組
織
形
態
で

あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
心

は
多
様
性
の
統
合
的
連
結
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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